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加
茂
八
幡
宮
は
、
入
野
松
原
の
ほ
ぼ

中
央
、
大
方
あ
か
つ
き
館
の
隣
に
位
置

し
、
入
野
東
浜
に
あ
り
ま
す
。

　
慶
長
４（
１
５
９
９
）年
頃
、
八
幡
宮

と
加
茂
神
社
の
合
祀
に
よ
り
加
茂
八
幡

宮
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
棟
札
に
「
八
幡
宮
本
願
安
藤
家
貞
、

慶
長
四
年
奉
新
造
立
　
八
幡
宮
加
茂
大

明
神
両
社
一
宇
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
昭
和

４７（
１
９
７
２
）年
大
方
町
文
化

財
指
定
。

■ 

加
茂
神
社

　
加
茂
神
社
の
祭
神
は
、
高
鴨
阿
治
須

岐
託
彦
根
命
で
す
。

　
神
社
は
、
延
喜
式
神
名
帳
の
幡
多
３

社
の
一
つ
で
あ
り
、
社
殿
は
も
と
も
と

入
野
加
茂
屋
敷
に
あ
っ
た
も
の
が
遷
宮

さ
れ
ま
し
た
。

※
延
喜
式
神
名
帳
と
は
、
延
長
５（
９

２
７
）年
に
ま
と
め
ら
れ
た
延
喜
式

の
全
国
の
神
社
一
覧
表
。
記
載
さ
れ

た
神
社
は
式
社
な
ど
と
い
い
、
一
種

の
社
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
幡
宮
の
祭
神
は
、
応
神
天
皇
と
神

功
皇
后
で
す
。

　
京
都
岩
清
水
八
幡
宮
よ
り
の
勧
請（
神

仏
の
分
霊
を
他
の
場
所
に
移
し
ま
つ
る

こ
と
）で
、
も
と
は
入
野
早
咲
地
区
八

幡
原
に
あ
り
ま
し
た
。

　
宝
永
４（
１
７
０
７
）年

１０
月
の
大
潮

の
時（
宝
永
の
大
地
震
）、
社
殿
が
石
口

を
離
れ
て
浮
き
上
が
り
ま
し
た
が
、
潮

が
引
く
に
従
っ
て
元
の
柱
石
に
座
り
、

異
常
が
無
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
神
体
は
伊
田
浦
の
漁
師
の

釣
り
船
に
か
か
っ
て
上
が
っ
た
と
い
わ

れ
、
祭
礼
に
は
伊
田
浦
の
漁
師
の
参
加

を
待
っ
て
行
わ
れ
た
と
の
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。

　
古
く
に
は
田
楽
舞
・
流
鏑
馬
・
子
踊
・

花
取
り
・
ね
り
・
相
撲
・
神
楽
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
に
は
、
毎
年

鹿
持（
加
持
）村
山
党
明
神
の
神
輿
が
来

て
、
三
位
一
体
に
お
な
ば
れ（
祭
礼
や

渡
御
）が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

【
現
在
の
行
事
】

１
月
　
歳
徳
焼
き

　
１
月

１５
日
前
後
の
土
、
日

　
お
正
月
に
使
っ
た
門
松
や
し
め
縄
、

お
守
り
な
ど
を
焼
き
、
こ
の
火
で
焼
い

た
お
餅
を
食
べ
る
と
１
年
間
健
康
で
い

ら
れ
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

７
月
　
夏
祭
り

　
７
月
第
３
日
曜
日

　
子
踊
・
花
取
り
・
神
輿
な
ど
が
あ
り
、

境
内
で
の
出
店
も
あ
り
、
親
子
連
れ
な

ど
で
賑
わ
い
ま
す
。

１０
月
　
秋
祭
り

　
１０
月
第
３
日
曜
日

　
子
踊
・
花
取
り
・
神
輿
の
他
に
、
最

近
で
は
珍
し
く
な
っ
た
流
鏑
馬
が
あ
り
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

結
婚
の
記
念
撮
影

　
最
近
は
、
結
婚
記
念
写
真
の
撮
影
を
、

洋
装
姿
で
あ
か
つ
き
館
、
和
服
姿
で
加

茂
八
幡
宮
で
行
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
を

た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。

黒
潮
町
の
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化
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潮
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潮
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茂
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■ 

行
事

た
か

き

た
か

ひ
こ

ね

か
ん
じ
ょ
う

み
こ
と

や
ぶ
さ
めか

ぐ
らみ

こ
し

と

ぎ
ょ

ご
う

し

ど
 

ん
 

ど

や

か
も

あ

じ

す

■ 

八
幡
宮

■ 

宝
永
の
大
地
震


